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初
夏
の
夜
の
ひ
と
と
き
、美
し
い
川
が
流
れ
る
東
栄
町
で
は

幻
想
的
な
ホ
タ
ル
の
世
界
が
広
が
り
ま
す
。

趣
き
の
異
な
る
２
つ
の
ホ
タ
ル
観
賞
エ
リ
ア
で
の

ホ
タ
ル
観
賞
と
ま
ち
め
ぐ
り
が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト

「
ホ
タ
ル
の
さ
ん
ぽ
道
」を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
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「
ホ
タ
ル
観
賞
」
と
「
ま
ち
め
ぐ
り
」

ホ
タ
ル
の
さ
ん
ぽ
道

ホ
タ
ル
の
さ
ん
ぽ
道
と
は

２
つ
の
ホ
タ
ル
観
賞
エ
リ
ア

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策

ホ
タ
ル
を

安
全
に
楽
し
む
た
め
の
マ
ナ
ー

　

ホ
タ
ル
で
観
光
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
を

目
的
に
、
平
成
㕲㕸
年
に
は
じ
ま
っ
た
イ
ベ
ン

ト
で
す
。
は
じ
め
は
役
場
北
側
の
足
込
川

流
域
の
ホ
タ
ル
を
観
賞
す
る
イ
ベ
ン
ト
で

「
ホ
タ
ル
観
賞
会
」
と
い
う
名
称
で
し
た
が
、

平
成
㕲㕹
年
か
ら
は
「
ホ
タ
ル
の
さ
ん
ぽ
道
」

と
名
称
を
変
え
、
令
和
元
年
か
ら
、
新
た

に
「
ホ
タ
ル
の
さ
ん
ぽ
道
エ
リ
ア
」
を
設
定

し
、
ホ
タ
ル
観
賞
だ
け
で
な
く
、
ま
ち
め
ぐ

り
も
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
に
舵
を
き
り
ま

し
た
。
令
和
２
・
３
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
イ
ベ
ン
ト
を

中
止
し
ま
し
た
が
、
今
年
は
３
年
ぶ
り
の

イ
ベ
ン
ト
開
催
に
む
け
、
準
備
を
す
す
め

て
い
ま
す
。

　

密
を
避
け
な
が
ら
じ
っ
く
り
ホ
タ
ル
を
観

賞
で
き
る
「
ホ
タ
ル
の
奥
座
敷
コ
ー
ス
」
、
レ

ン
タ
ル
し
た
提
灯
を
片
手
に
ホ
タ
ル
観
賞

と
ま
ち
め
ぐ
り
を
満
喫
で
き
る
「
ホ
タ
ル
の

さ
ん
ぽ
道
エ
リ
ア
」
と
、
趣
き
の
異
な
る
２

つ
の
ホ
タ
ル
観
賞
エ
リ
ア
を
楽
し
め
ま
す
。

ま
た
、
東
栄
町
の
ホ
タ
ル
は
天
然
ホ
タ
ル
の

た
め
、
空
高
く
飛
翔
し
、
大
き
な
河
川
に
も

生
息
し
て
い
る
た
め
、
満
天
の
星
と
ホ
タ

ル
の
共
演
、
大
千
瀬
川
を
ゆ
っ
た
り
と
飛

ぶ
ホ
タ
ル
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

総
合
案
内
・
来
場
者
受
付
を
来
場
者
駐
車

場
内
に
設
け
ま
す
。
受
付
で
は
、
使
い
捨
て

リ
ス
ト
バ
ン
ド
を
活
用
し
た
来
場
者
へ
の

健
康
チ
ェ
ッ
ク
・
管
理
を
行
い
ま
す
。
な
お
、

体
調
等
に
不
安
が
あ
る
方
、
発
熱
等
の
風

邪
等
の
諸
症
状
の
自
覚
が
あ
る
方
、
ご
家

族
等
に
症
状
の
あ
る
方
は
イ
ベ
ン
ト
へ
の

来
場
を
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

初
夏
の
夜
の
ひ
と
と
き
、美
し
い
川
が
流
れ
る
東
栄
町
で
は

幻
想
的
な
ホ
タ
ル
の
世
界
が
広
が
り
ま
す
。

趣
き
の
異
な
る
２
つ
の
ホ
タ
ル
観
賞
エ
リ
ア
で
の

ホ
タ
ル
観
賞
と
ま
ち
め
ぐ
り
が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト

「
ホ
タ
ル
の
さ
ん
ぽ
道
」を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

・
騒
が
ず
に
静
か
に
観
賞
し
て
く
だ
さ
い
。

・
路
上
駐
車
は
禁
止
、
車
は
駐
車
場
へ
と
め

て
徒
歩
で
の
観
賞
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

・
ゴ
ミ
は
責
任
を
も
っ
て
お
持
ち
帰
り
く

だ
さ
い
。

・
ホ
タ
ル
の
捕
獲
、
生
息
し
て
い
る
川
に

入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
ホ
タ
ル
に
光
を
当
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

※
懐
中
電
灯
を
持
参
し
た
場
合
、
足
下
を

照
ら
す
だ
け
に
し
て
く
だ
さ
い
。

東栄町役場上駐車場
愛知県北設楽郡東栄町大字本郷字上前畑25

2022年

6月17　
～19［金］

日
［日］
日

24　～26［金］
日

［日］
日

観賞時間 19:00～21:00
案内所
・

駐車場

※
提
灯
レ
ン
タ
ル
は
総
合
案
内
・来
場
者
受
付

　

 

で
行
い
ま
す
。
｟
有
料
｠
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東
栄
町
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
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同
時
開
催
イ
ベ
ン
ト

「
と
う
え
い
１
０
８
マ
ー
ケ
ッ
ト
」

　

新
た
な
試
み
と
し
て
、
東
栄
町
商
工
会

青
年
部
と
東
栄
中
学
校
の
協
働
イ
ベ
ン
ト

「
と
う
え
い
１
０
８
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
会
場
で
は
中
学
生
が
制
作
し

た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
使
っ
た
「
オ
ニ
ス
タ
ー
焼

き
」
の
販
売
、
飲
食
店
等
の
出
展
、
フ
ォ
ト

ス
ポ
ッ
ト
の
設
置
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
と
う
え
い
１
０
８
マ
ー
ケ
ッ
ト
開

催
日
に
は
２
つ
の
観
賞
エ
リ
ア
を
結
ぶ
シ

ャ
ト
ル
バ
ス
が
運
行
さ
れ
ま
す
。

６
月
㕱㕸
日
｟
土
｠
・
㕲㕵
日
｟
土
｠

※
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
期
間
中
、
車
両
通
行
止

め
に
な
る
区
間
が
あ
り
ま
す
。
徒
歩
で
の

観
賞
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
の
状
況
、

天
候
の
状
況
等
に
よ
り
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
が

変
更
、
中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
・
ホ
タ
ル
の
飛
翔
状
況
等

に
つ
い
て
は
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

㕱Ԃ日ӡ土ӢՔ25日ӡ土Ӣ

பӨࢥ־֭

ֽցᇥஏ့֧֮֩՛ר֭ؠؘ※ Փ֘

問
合
せ

｟主
催
:
東
栄
町
商
工
会
青
年
部
｠
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TOWN TOPICS
まちの話題

活動紹介
中野さん・後列右から4番目

　令和３年度、1年間休まず出席した部員が表彰されまし

た。昨年度も、ご家庭や地域の方々のご協力により空手

教室の継続運営ができました。毎週月曜日と水曜日の午

後７時３０分から中設楽ふれあいプラザで稽古を行って

います。一緒に稽古に励み心身ともに成長を目指す部員

を募集中です。ぜひ、見学に来てください。

空手教室皆勤表彰
　５月１４日(土)の解禁日は天候に恵まれませんでした

が、翌日には回復し、朝から初釣りを待ち望んでいた人

たちの楽しむ姿が見られました。

　振草川の鮎が食べられるお店もありますので、ぜひお

越しください。事前に予約が必要となります。詳しくは町

ホームページをご覧ください。

　自分たちが演奏できる楽器を持ち寄り、教えるのでは

なく、みんなで楽しく楽器を演奏する活動をしています。

主に、月に２回活動し、caféのっきぃで年に２回演奏会

を開催しています。今年は、星空おんがく祭や、新城文化

会館でも演奏する予定です。メンバーは３人からスター

トし、口伝えで、今では１０名になりました。１０代から７０

代まで、世代関係なく音楽で通じ合える貴重な場所です。

　みんなで楽しく奏でる音楽を、ぜひ聞きに来てください。

のきやまオトナのアンサンブル部
　東栄中学校出身で現在中京大学附属中京高校３年生

の中野知咲さんが、令和３度愛知県スポーツ協会表彰の

スポーツ栄光賞を受賞されました。

　中野さんは昨年度開催された全国高等学校総合体育

大会において４００ｍ×４のリレーメンバーとして参加し、

女子学校対抗の部で全国優勝されました。

　今年も全国大会出場を目指して頑張っていますので、

ご声援お願いします。

中野知咲さん 
愛知県スポーツ協会表彰受賞

振草川
鮎の友釣り解禁！
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どんな条例？

どんな事業が

対象になるの？

事業を始めたいけど

手続きは必要？

再生可能エネルギーの条例って
どんな条例？

再生可能エネルギーの条例って
どんな条例？

　国の施策により再生可能エネルギー発電の導入が進む一方で、町内において

も近年、再生可能エネルギー発電設備に対する町民の関心が高く、生活環境の

悪化や自然環境への影響などを心配する声が多く寄せられています。

　このようなことから、再生可能エネルギー発電事業が、町民の安心・安全を確

保しながら進められるよう電気事業者による再生可能エネルギー電気の調達

に関する特別措置法（現、再生可能エネルギー電気の利用の促進に関する特別

措置法）及び、国の定めるガイドライン等に従って、条例を制定しました。

　この条例の適用を受ける事業は、再生可能エネルギー源を利用してできた電

気を、国の認定を受けて、電気事業者に供給する事業です。

　家屋等の屋根又は屋上に設置する太陽光発電設備は、地上に架台を設置す

る場合と比較して、配慮すべき事項や問題が顕在化しておらずかつ、建物解体

に併せて撤去されることが想定できるため、適用事業としていません。

　再生可能エネルギー発電事業を考えている事業者は、国の認定を受ける前に、

東栄町の各種手続きを行う必要があります。

　事業計画を立てる前にまずは、経済課までご相談ください。

　再生可能エネルギー発電事業を行う上で、地域住民の方とコミュニケーションを密にとることが

大切です。事業者はもちろんのこと、町民の皆様にも再生可能エネルギーへの理解を深めて頂く

ことで、豊かで美しい自然環境のもと、皆が安心して暮らし続けられる生活環境の保全と、再生可

能エネルギーとの調和を図ることで、人と自然が共生する地域社会の確保を目指すことができる

と考えています。　　　　　　　　　　　 
※条文、規則、解説集につきましては町ホームページをご覧ください。

町では、「東栄町における再生可能エネルギー発電設備の設置と生活環境等の保全との調和に関する

条例」 が制定されています。町で再生可能エネルギー発電事業を始めようとしている個人または、事業

者の方は、経済課までご相談ください。

問合せ 経済課　　☎７６ ・ 1812



※詳しくはホームページをご覧いただくか、経済課までお問い合わせ下さい。
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農林業に関する補助金について
農林業に関する補助金のうち、町では以下の内容のものを取り扱っています。

林業に関する補助金

農業に関する補助金

有害鳥獣対策事業補助金（継続）

有害鳥獣の農地への侵入を防ぐ為、電気柵とワイ

ヤーメッシュ柵の購入費を補助します。補助率は、

補助対象事業費の50％以内で３万円（電気柵）、

５万円（ワイヤーメッシュ柵）を上限とします。

狩猟担い手育成事業補助金（継続）

有害鳥獣駆除担い手の増加に向け、狩猟免許取

得に要する費用を補助します。補助率は、補助対

象事業費の50％以内です。

危険木伐採事業補助金（新規）

住居への倒木被害未然防止の為、危険木の伐採、

撤去、処分に係る費用に対し補助します。補助率

は補助対象事業費の75％以内です。

（75万円を上限とします）

間伐材搬出事業補助金（継続）

町内の山林で伐採した間伐材を山林所有者等が

市場等に搬出した場合に、１㎥あたり3,000円を

補助します。補助率は、補助対象事業費の80％

以内です。

間伐材利用事業補助金（継続）

町内の山林で伐採した間伐材を山林所有者等が、

東栄町指定の土場に搬出した場合に1tあたり

6,000円を補助します。補助率は、補助対象事業

費の50％以内です。

里山林環境整備事業補助金（継続）

町内の里山林のうち、国道、県道、町道、農道の路

肩より水平距離で概ね３０ｍ程度の範囲内で立木

の皆伐などの伐採を伴う作業に対して補助します。

補助率は、補助対象事業費の100％以内です。

（１０aあたり１０万円を上限とします。）

皆伐材搬出事業補助金（継続）

里山林環境整備事業を使い、皆伐した木材を市場

等に搬出した場合に、１㎥あたり3,000円を補助

します。補助率は、補助対象事業費の80％以内

です。

「とうえいの木」住宅建設定住支援事業奨励金（継続）

町内の森林から生産され、加工された木材（地域

材）を使用して新たに住宅を建設される方に対し

１戸あたり最大で１５０万円を補助します。

問合せ 経済課　　☎７６ ・ 1812



　後期高齢者医療保険料額決定通知書は、７月に通知します。 納付方法など納付に関するご相談につい

ては、住民課国保住民係までお問い合わせください。
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(株)岡村組

(株)森建設

(有)鈴木自動車

(有)鈴木自動車

長谷水道

(株)イズミテック

工事

工事

物品

物品

委託

委託

業種

6,050

6,900

2,901

1,021

3,250

7,600

27,722

林道小田沢登線改良工事

町道西薗目坪沢線舗装修繕工事

公用車購入

公用車(施設管理用軽ダンプトラック）購入 

簡易水道施設点検業務委託

東栄町簡易水道事業水質検査業務委託

工　事　名　等

令
和
４
年
度

４
月
の
入
札
結
果

計

業者名等 落札金額【千円】

※税抜き

　後期高齢者医療制度では、財政運営期間を２年間としており、この期間の医療給付費等の財源に充てる

ために、令和４・５年度の保険料率を下記のとおり改正しました。

　保険料率について、所得割率は、前回より0.07ポイント引き下げとなりますが、被保険者均等割額は

一人当たり所得金額が減少した影響により保険料総額に占める所得割総額の割合が低下したため、前

回に比べ633円引き上げとなります。後期高齢者負担率が11.41％から11.72％に引き上げられま

したが診療報酬の改定及び窓口負担割合の見直しにより一人当たり医療給付費が減少すると見込んで

いること並びに令和2･3年度の剰余金を活用したことで、令和4･5年度の一人当たり年間保険料額は

前回に比べ1,074 円（1.16％）減少しました。

後期高齢者医療制度の保険料率改定のお知らせ
令和４・５年度

問合せ 住民課　　☎７６ ・ ０５０３

被保険者一人当たり

４９，３９８円 100円未満切捨て

（限度額６６万円）

保険料（年間）
所得割額

（総所得金額等 ー 基礎控除額）

×所得割率 ９．５７％

被保険者均等割額

保険料の計算方法

令和2・3年度 保険料率

所得割率

被保険者

均等割額

9.64％

48,765円

9.57％ （▲0.07ポイント）

49,398円 （＋633円）

令和2・3年度の

一人当たり年間保険料額

92,191円

令和4・5年度 保険料率

所得割率

被保険者

均等割額

令和4・5年度の

一人当たり年間保険料額

91,117円 （▲1,074円）



高校卒

短大卒

大学卒

150,600円

163,100円

182,200円

1.275月分

1.275月分

2.55月分

0.95月分

0.95月分

1.9月分

2.225月分

2.225月分

4.45月分

144,800円

ー

ー

ー

200,700円

212,600円

大学卒

高校卒

一 般

行政職

 286,600円

ー

 236,000円

ー

320,500円

ー

ー

  315,500円

一般行政職

区　　分

区　　分

１　級 ２　級 ３　級 ４　級 ５　級 ６　級

早期・定年自己都合

期末手当 勤勉手当 計 給  料（月額）

報  酬（月額） 期末手当

技能労務職 保 健 師

１０年以上

１５年未満

１５年以上

２０年未満

２０年以上

２５年未満

２５年以上

３０年未満

238,673千円

234,685千円

230,815千円

250,264千円

251,898千円

115,028千円

159,797千円

180,492千円

174,692千円

174,692千円

353,701千円

394,482千円

411,307千円

424,956千円

426,590千円

66人

75人

108人

115人

112人

5,359千円

5,259千円

3,808千円

3,695千円

3,808千円

90.6%

89.1%

87.9%

88.3%

90.1%

給　　料 職員手当 給　　与 職 員 数 1人当たり給与 ラスパイレス指数

※ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与を100とした場合の東栄町職員の給与水準　令和３年度は決算認定前のため、見込みの数字です。　　
※職員数は各年度４月１日現在の人数です。

88

東栄町職員の給与費・特別職の報酬等を公表します
職員給与費の状況（普通会計決算）

職員の初任給の状況（月額）

職員手当の支給割合（令和３年度）

一般行政職の級別職員数の状況

特別職の報酬などの状況 

職員の経験年数別・学歴別平均給料月額

期末手当

勤勉手当

退職手当

６月期

１２月期

合  計

職務内容

職員数

構成比

前年比

主事補

32

46.38%

-2.9ポイント

主　事

9

13.04%

3.18ポイント

係　長

18

26.09%

-2.08ポイント

課長補佐

1

1.45%

0.04ポイント

課　長

7

10.14%

1.69ポイント

課長

2

2.90%

0.08ポイント

町　長

副町長

教育長

605,000円

518,000円

456,000円

０．５割削減

０．５割削減

０．５割削減

議　長

副議長

常任委員長

議　員

280,000円

200,000円

190,000円

180,000円

６月期

１２月期

合  計

2.42875月分

2.42875月分

4.8575月分

勤続２０年

勤続２５年

勤続３５年

最高限度額

19.6695月分

28.0395月分

 39.7575月分

47.709月分

24.586875月分

33.27075月分

47.709月分

47.709月分

（令和3年4月1日現在）

（令和4年4月1日現在）

（令和4年4月1日現在）

（令和4年4月1日現在）

1

2

3

4 5

6

1

2

3

4 5

6

平成２9年度

平成30年度

令和元年度

令和　２　年度

令和　3 　年度
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２０歳という人生の節目を祝い、成人とし

ての自覚を促す機会とする。

この年度に２０歳を迎える方

令和５年１月８日（日） 午後２時から

東栄中学校体育館

基本目標 3． 安全・安心に暮らせるまちづくり

　町では自主防災会、防災士のみなさんと協働で防災

ハザードマップの作製に取り組みま

した。 本ハザードマップを活用した、

地区や組単位での防災まち歩き・勉

強会を開催し、地域全体で防災意

識の向上を図ります。

　東栄町は急な斜面が多く、大雨や台風などにより土

砂災害に直面する恐れがあります。

　この4月に全戸配布した、「防災ハザードマップ」には、

土砂災害警戒区域が掲載されています。自分や家族の

身を守るため、日頃から土砂災害等のリスクの高い区

域や避難所を確認し、もしもの時に備えましょう。

・ 土砂災害警戒区域 （イエローゾーン）

　土砂災害が発生した場合、住

民の生命または体に危害があ

ると認められる区域。

・ 土砂災害特別警戒区域

  （レッドゾーン）

　土砂災害が発生した場合、建

築物の損壊や住民の生命また

は体に著しい危害があると認

められる区域です。

　振草川漁業協同組合では大千瀬川流域の河

川環境整備活動として、今年度２回目の草刈り活

動を行います。町民の皆さまのご協力をお願い

します。

　「民法の一部を改正する法律」の施行により、民法

における成人年齢が現在の２０歳から１８歳になり

ました。

　町では、令和４年度以降もこれまでと同様に２０

歳を対象としたお祝いの式典を開催することとし、

名称については、「２０歳（はたち）を祝う会」に変更

いたします。

　ご協力いただける方は、東栄町商工会までご

連絡ください。詳細は後日とうえいチャンネルに

てお知らせします。

成人式に代わる
式典名称が決定しました

問合せ 教育委員会 　☎７６ ・ ０５０9

目的

対象

日時

会場

１０月２９日（土）～１１月６日（日）

午前９時～午後５時

Ｂ＆Ｇ体育館

　令和４年度の文化祭関連行事を次のとおり

開催します。　

開催日

時 間

会 場

文化祭関連行事の日程について

6月は土砂災害防止月間です
日ごろからできる土砂災害への備え河川周辺の草刈り作業に

ご協力ください

問合せ 東栄町商工会 　☎７６ ・ ０５30

実施日

実施場所

６月２６日（日） 午前中

各地区に分かれます。

（詳細は地区役員からご連絡します）

第６次総合計画　後期計画

・ 町民作品展示会

１０月２９日（土）

午後１時３０分～午後４時

花祭会館

開催日

時 間

会 場

・ 中学生合唱・文化講演会 【講師：小和田哲男氏】

１０月30日（日）

花祭会館（予定）

開催日

会 場

・ 町民芸能まつり



●
問
合
せ

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
新
城

　
　
　
　
☎
０
５
３
６
・
２
２
・
１
１
６
０

information 暮らしの情報

外
国
人
労
働
者
問
題

啓
発
月
間
に
つ
い
て

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
毎
年
６
月
を
「
外
国
人

労
働
者
問
題
啓
発
月
間
」
と
定
め
、
事
業
主

団
体
な
ど
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
労
働
条
件

な
ど
の
ル
ー
ル
に
基
づ
い
た
外
国
人
雇
用
等

に
つ
い
て
周
知
・
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。
詳

細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
愛
知
労
働
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

D
V
等
で
お
悩
み
の
方
は
、
左
記
人
権
擁
護

委
員
ま
た
は
、
相
談
所
へ
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。

【
特
設
人
権
相
談
】

相
談
日　

令
和
４
年
６
月
７
日
｟
火
｠

場
所　
　

東
栄
町
役
場　

小
会
議
室

時
間　
　

午
前
㕱㕰
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

【
人
権
擁
護
委
員
】

　
　

岡
田 

さ
と
み　
　

和
合 

真
由
美

　
　

原 

さ
き
子　
　
　

 

亀
山 

邦
江

　
学
卒
求
人
に
つ
い
て

　

令
和
５
年
３
月
中
学
・
高
校
卒
業
予
定
者
を

対
象
と
し
た
求
人
受
付
が
６
月
１
日
｟
水
｠
よ

り
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
事
業
主
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
よ
り
多
く
の
求
人
提
出
の

ご
検
討
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

10

質
量
計
の
定
期
検
査
を
行
い
ま
す

●
問
合
せ

　
名
古
屋
法
務
局
新
城
支
局

　
　
　  

☎
０
５
３
６
・
２
２
・
０
４
３
７

人
権
擁
護
委
員
は
あ
な
た
の
ま
ち
の

身
近
な
相
談
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
。

６
月
１
日
は

人
権
擁
護
委
員
の
日
で
す

　

隣
近
所
の
も
め
ご
と
、
家
族
間
の
問
題
、
体

罰
や
い
じ
め
、
職
場
に
お
け
る
セ
ク
ハ
ラ
、

●
問
合
せ
　
中
部
電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド
㈱

  

新
城
営
業
所

　
　
　  

　
０
１
２
０
・
９
８
５
・
２
３
２

◆
切
れ
た
電
線
に
は
絶
対
に
触
れ
な
い
で
！

　

大
雨
や
強
風
、
台
風
襲
来
時
に
は
、
倒
木
な

ど
で
電
線
が
切
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
感

電
に
つ
な
が
り
大
変
危
険
で
す
の
で
、
切
れ
た

電
線
に
は
「
絶
対
」
に
触
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
お
子
さ
ま
等
が
触
れ
る
こ
と
の
無
い
よ

う
監
視
に
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
電
線
に
か
か
っ
た
倒
木
等
は

　

 

伐
採
せ
ず
に
通
報
を
！

　

樹
木
を
通
じ
て
感
電
や
、
停
電
発
生
の
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
調
査
の
う
え
適
切
に
対
処
い

た
し
ま
す
の
で
、
個
人
の
判
断
で
伐
採
せ
ず
、

速
や
か
に
左
記
ま
で
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
電
線
付
近
の
伐
採
作
業
で
は
、

　

 

け
ん
引
具
等
の
安
全
措
置
を
確
実
に
！

　

伐
採
中
に
樹
木
が
電
線
に
か
か
る
事
故
が

毎
年
発
生
し
て
い
ま
す
。
け
ん
引
具
を
使
用

す
る
等
の
安
全
措
置
を
確
実
に
行
っ
て
い
た

だ
き
、
事
故
の
無
い
よ
う
十
分
な
配
慮
を
お

願
い
し
ま
す
。
な
お
、
電
線
付
近
で
作
業
さ

れ
る
際
は
、
安
全
作
業
に
係
る
ご
相
談
を
承

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

感
電
災
害
に
注
意
し
て
下
さ
い

・
静
電
気
の
火
花
で
着
火
す
る
。

・
発
生
す
る
可
燃
性
蒸
気
が
低
い
場
所
に
た

　

ま
り
や
す
い
。

　

火
気
の
近
く
で
使
用
し
な
い
、
換
気
を
す

る
、
乱
暴
に
扱
わ
な
い
な
ど
、
使
用
上
の
注

意
を
十
分
に
確
認
し
た
う
え
で
使
用
し
て
下

さ
い
。
ま
た
、
危
険
物
の
貯
蔵
、
取
扱
い
の
数

量
に
よ
り
、
消
防
法
の
規
制
が
か
か
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

危
険
物
安
全
週
間

　

６
月
５
日
｟
日
｠
か
ら
㕱㕱
日
｟
土
｠
ま
で
、
危

険
物
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
と
啓
発
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
全
国
的
に
危
険
物
安
全
週

間
が
行
わ
れ
ま
す
。

ご
注
意
！ 

身
近
に
あ
る
危
険
物

　

身
の
回
り
に
は
、
様
々
な
危
険
物
が
存
在

し
て
い
ま
す
。
灯
油
や
ガ
ソ
リ
ン
は
そ
の
代

表
例
で
す
が
、
ス
プ
レ
ー
、
ペ
ン
キ
、
接
着
剤
、

マ
ニ
キ
ュ
ア
、
ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
、
そ
の
取
扱

い
や
保
管
方
法
又
は
廃
棄
方
法
に
よ
っ
て
は

危
険
性
を
増
幅
さ
せ
、
思
わ
ぬ
災
害
に
発
展

し
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
そ
の
製
品

が
危
険
物
で
あ
る
か
判

断
で
き
る
よ
う
に
、
容

器
に
次
の
よ
う
な
表
示

が
さ
れ
て
い
ま
す
。
も

し
そ
の
よ
う
な
表
示
が

あ
っ
た
ら
、
そ
れ
は
「
危

険
物
」
の
し
る
し
で
す
。

引
火
性
液
体
の
性
質

・
非
常
に
燃
え
や
す
い
。

・
一
般
に
、
消
火
に
は
水
が
使
え
な
い
。

　

質
量
計
｟
は
か
り
、
分
銅
及
び
お
も
り
｠
を

「
取
引
又
は
証
明
」
に
使
用
す
る
場
合
は
、
定

期
的
に
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
、
計
量
法
で

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

該
当
す
る
は
か
り
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
受

検
し
て
下
さ
い
。
｟
受
検
を
怠
っ
て
取
引
ま
た

は
証
明
に
使
用
し
ま
す
と
計
量
法
違
反
行
為

と
な
り
、
処
罰
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
｠

日
時　

８
月
３
日
｟
金
｠　

午
前
㕱㕰
時
～
正
午
、

　
　
　
　

午
後
１
時
～
３
時

会
場　

東
栄
町
役
場
分
庁
舎
第
一
会
議
室

・
検
査
に
必
要
な
も
の　

検
査
手
数
料

｟
１
台
に
つ
き
２
５
０
円
か
ら
５
１
,
２
０
０

円
、
種
類
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
｠

・
そ
の
他　

質
量
計
の
運
搬
が
困
難
な
場
合

は
、
質
量
計
の
所
在
場
所
で
検
査
を
行
い
ま

す
。
こ
の
場
合
は
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
経
済
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ 

経
済
課　
　

 

☎
７
６
・
１
８
１
２

令
和
４
年
度 

危
険
物
安
全
週
間
推
進
標
語

●
問
合
せ

　
消
防
本
部
予
防
課
危
険
物
係

 

　
　
　 

☎
０
５
３
６
・
２
２
・
４
８
０
９

「
一
連
の　

確
か
な
所
作
で　

無
災
害
」

　

表
示
項
目

危
険
物
の
品
名

危
険
等
級

化
学
名

危
険
物
の
数
量

注
意
事
項

　
　
　

表
示
例

第
四
類
第
一
石
油
類

危
険
等
級
Ⅱ

リ
チ
ュ
ー
ム
グ
リ
ー
ス

1
6
0
㎖

火
気
厳
禁
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春
の
ポ
タ
ビ
ス
ト
企
画
を

開
催
し
ま
し
た

　

今
回
、
そ
う
し
た
ポ
タ
ビ
ス
ト
の
皆
さ
ん

の
力
を
発
揮
し
て
い
た
だ
く
機
会
と
し
て

「
春
の
ポ
タ
ビ
ス
ト
企
画
」
と
題
し
た
サ
イ
ク

リ
ン
グ
企
画
を
開
催
し
ま
し
た
。
ポ
タ
ビ
ス

ト
の
皆
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
で
立
ち
寄

り
ス
ポ
ッ
ト
や
走
行
コ
ー
ス
を
設
定
し
、
地

域
外
か
ら
来
た
参
加
者
の
皆
さ
ん
｟
主
に
自

転
車
を
所
有
し
て
い
る
方
｠
を
先
導
し
て
案

内
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、

「
地
元
ガ
イ
ド
な
ら
で
は
の
視
点
で
の
案
内

や
ス
ポ
ッ
ト
の
紹
介
が
面
白
か
っ
た
」
な
ど

と
い
っ
た
コ
メ
ン
ト
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
ま
ち
を
実
際
に
楽
し
ん
で
い
る
皆
さ

ん
と
共
に
東
栄
町
ら
し
い
自
転
車
の
楽
し
み

方
を
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

令
和
3
年
度
か
ら
町
と
連
携
し
て
取
り

組
み
を
進
め
て
い
る
自
転
車
で
の
ま
ち
巡

り
を
推
進
す
る
「
ぽ
た
び
事
業
」
で
は
、
地

元
や
近
隣
地
区
を
中
心
に
普
段
か
ら
自
転

車
で
走
っ
て
い
る
皆
さ
ん
を

“
ポ
タ
ビ
ス

ト
”
と
称
し
、
事
業
を
一
緒
に
盛
り
上
げ
る

仲
間
と
し
て
関
わ
っ
て
い
た
だ
き
活
動
し

て
い
ま
す
。
ポ
タ
ビ
ス
ト
の
皆
さ
ん
と
事
業

目
的
や
進
捗
状
況
を
共
有
す
る
場
を
設
け

る
ほ
か
、
町
内
の
コ
ー
ス
開
発
や
見
ど
こ
ろ

を
発
掘
す
る
た
め
の
走
行
会
を
繰
り
返
し

開
催
し
て
き
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
の
中
に
は

新
た
に
自
転
車
を
購
入
し
た
り
、
有
志
を
募

り
月
イ
チ
で
早
朝
自
転
車
に
乗
る
朝
活
会

を
始
め
た
り
と
自
主
性
を
持
っ
て
取
り
組

ん
で
い
た
だ
け
る
方
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

●
問
合
せ 

東
栄
町
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会

 

　
　
　
　
　  

　
　 

☎
７
６
・
１
７
８
０

老
化
に
と
も
な
う
体
の
変
化

観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
だ
よ
り
Vol.59

み
ん
な
で

 

つ
く
る
！

こ
ん
に
ち
は！

東
栄
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す

　
年
代
を
問
わ
ず
、
多
く
の
人
が
悩
ん

で
い
る
便
秘
。
実
は
、
年
齢
を
重
ね
る

ほ
ど
便
秘
に
陥
り
や
す
く
な
る
の
を
ご

存
知
で
す
か
？
な
ぜ
高
齢
者
は
便
秘
が

ち
に
な
る
の
で
し
ょ
う
。

高齢期の便秘に悩んでいませんか

出
典
:
杉
山
孝
博
／
高
齢
者
か
ら
だ
と
病
気

・
腸
の
運
動
が
弱
ま
り
、
消
化
液
の
量
も

減
る
の
で
、
腸
内
に
便
が
た
ま
り
や
す

く
な
り
ま
す
。

・
い
き
む
の
に
欠
か
せ
な
い
腹
筋
の
力

が
弱
く
な
り
ま
す
。
自
律
神
経
の
バ
ラ

ン
ス
が
崩
れ
て
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
肛
門

が
広
が
ら
ず
、
排
便
の
一
連
の
働
き
が

う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
も
増
え
ま
す
。

・
腸
の
内
側
の
壁
が
弱
く
な
る
の
で
、
便

の
移
動
時
に
腸
が
刺
激
さ
れ
る
と
ポ

リ
ー
プ
が
で
き
や
す
く
な
り
ま
す
。

便
秘
予
防
を
習
慣
づ
け
ま
し
ょ
う

・
朝
起
き
た
時
は
起
立
性
大
腸
反
射
で
、

水
分
や
食
べ
物
を
摂
っ
た
時
は
胃
結

腸
反
射
で
、
大
腸
が
動
き
始
め
ま
す
。

朝
食
後
1
時
間
ほ
ど
で
腸
は
よ
く
動

き
、
10
～
30
分
く
ら
い
続
き
ま
す
。
こ

の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
計
ら
っ
て
ト
イ
レ

に
座
る
習
慣
を
持
つ
と
、
便
秘
の
予
防

に
つ
な
が
り
ま
す
。

・
年
を
と
る
と
腸
の
動
き
が
悪
く
な
る

た
め
、
体
の
外
か
ら
習
慣
づ
け
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
朝
起
き
た
ら
一
杯
の
水

を
飲
み
、
胃
結
腸
反
射
を
促
す
こ
と
や
、

適
度
に
水
分
を
含
ん
だ
便
に
す
る
た

め
に
、
食
物
繊
維
を
積
極
的
に
摂
る
こ

と
な
ど
が
、
便
秘
解
消
の
手
助
け
に
な

り
ま
す
。
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優
良
運
転
者
講
習
の
方

　

更
新
手
続
き
の
日
に
、
設
楽
警
察

署
内
で
の
講
習
受
講
後
｟
30
分
程
度
｠

交
付
さ
れ
ま
す
。

一
般
・
違
反
運
転
者
講
習
の
方

　

更
新
手
続
き
後
に
講
習
日
を
指
定

し
ま
す
の
で
、
そ
の
講
習
を
受
講
後

に
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

高
齢
者
講
習
が
お
済
み
の
方
は
、

更
新
手
続
き
の
日
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

Å

警
察
署
で
の
更
新
受
付
は
、
す
べ
て

平
日
の
正
午
か
ら
午
後
４
時
ま
で
で
す
。

　

愛
知
県
内
の
覚
醒
剤
等
の
薬
物
事
犯
で
検

挙
さ
れ
た
人
は
、
平
成
８
年
以
降
、
ず
っ
と

１
０
０
０
人
を
超
え
る
高
水
準
が
続
い
て
い

ま
す
。
薬
物
乱
用
の
恐
ろ
し
さ
は
、
何
度
で
も

繰
り
返
し
使
用
し
た
く
な
る
性
質
つ
ま
り
、

“

依
存
性”

を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

覚
醒
剤
の
乱
用

　

覚
醒
剤
は
、
強
い
精
神
的
依
存
性
を
も
っ
て

お
り
、
使
用
し
て
し
ま
う
と
「
気
分
が
た
か
ま

る
」
、
「
疲
れ
が
取
れ
る
」
と
い
っ
た
錯
覚
の
状

況
が
生
ま
れ
ま
す
。 

ま
た
、
人
間
の
体
に
は
、

“

耐
性”

と
い
う
も
の
が
あ
り
、
使
用
に
伴
っ
て

必
然
的
に
量
と
回
数
が
増
え
、
次
第
に
自
制

す
る
こ
と
が
極
め
て
難
し
く
な
り
ま
す
。

　

大
麻
の
乱
用

　

大
麻
は
、
乱
用
す
る
と
視
覚
、
触
覚
な
ど
の

感
覚
が
過
敏
に
な
り
、
そ
の
影
響
で
暴
力
的
に

な
っ
た
り
、
妄
想
や
幻
覚
に
襲
わ
れ
て
感
情
が

不
安
定
に
な
っ
た
り
、
何
も
や
る
気
の
な
い
状

態
に
な
っ
て
、
調
子
が
悪
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

　

危
険
ド
ラ
ッ
ク
の
乱
用

　

危
険
ド
ラ
ッ
ク
は
、
「
ハ
ー
ブ
」
、
「
ア
ロ
マ
」
、

「
お
香
」
な
ど
と
合
法
で
あ
る
か
の
よ
う
に
装

っ
て
い
ま
す
が
、
実
際
に
は
、
覚
醒
剤
や
大
麻

等
の
規
制
薬
物
と
類
似
し
た
化
学
物
質
を
混

入
さ
せ
た
植
物
片
や
液
体
で
、
こ
れ
を
摂
取
す

る
と
、
妄
想
や
幻
覚
を
引
き
起
こ
す
ば
か
り

か
、
吸
引
後
に
意
識
障
害
と
な
り
、
交
通
事
故

こ
ち
ら

設
楽
警
察
署

薬
物
乱
用
は「
ダ
メ
。ゼ
ッ
タ
イ
。」

◎
薬
物
乱
用
の
実
態

◎
覚
醒
剤
等
の
薬
物
追
放
に
ご
協
力
を

～
覚
醒
剤
、
大
麻
等
の
乱
用
を
な
く
そ
う
～

電
波
利
用
環
境
保
護
周
知
啓
発
強
化
期
間

　

６
月
１
日
～
６
月
㕱㕰
日

ふ
る
さ
と
歌
壇

四
月
詠
草

小
野
田
博
文

竹
田
　
正
子

渡
辺
　
禮
子

伊
藤
　
清
子

鷹
氏
　
和
幸

内
藤
　
久
代

佐
々
木
秀
子

伊
藤
　
久
美

堂
地
　
雅
子

福
田
　
幸
代

優 

勝

二 

位

三 

位

三
城　

信
和

西
林　

信
彦

伊
藤　
　

勉

優 

勝

二 

位

三 

位

加
藤　

育
代

伊
藤　

礼
子

杉
野
き
よ
み

優 

勝　

三
城　

信
和

女
子

男
子

総
合

お
の

む
す
め

た

木
蓮
の
気
高
き
白
は
ハ
レ
の
日
の
愛
娘
装
う
ロ
ー
ブ
デ
コ
ル
テ

自
ず
か
ら
尻
を
た
た
い
て
励
ま
し
て
励
ま
さ
れ
つ
つ
残
生
を
生
き
ん

友
ゆ
賜
び
し
毛
糸
の
帽
子
愛
用
す
　
久
し
く
会
へ
ぬ
友
想
ひ
つ
つ

隠
し
絵
の
サ
ー
モ
ン
探
せ
ば
川
石
を
起
こ
し
て
魚
を
獲
り
し
日
思
ほ
ゆ

廃
校
の
校
庭
に
た
つ
桜
の
樹
雨
風
耐
え
て
ま
た
春
を
待
つ

コ
ン
ビ
ニ
の
床
は
棚
ま
で
花
吹
雪
カ
ゴ
に
入
ら
ぬ
お
み
や
げ
話

土
手
の
若
い
桜
の
花
が
光
っ
て
る
目
こ
ら
し
近
づ
く
八
分
咲
き
の
枝

シ
ョ
ー
ト
へ
の
道
中
車
窓
か
ら
　
満
開
さ
く
ら
眺
め
て
う
れ
し

久
々
の
春
い
っ
ぱ
い
の
大
阪
へ「
お
座
り
出
来
た
」
の
知
ら
せ
を
受
け
て

争
い
を
好
ま
ぬ
は
人
の
常
な
れ
ど
今
日
も
ど
こ
か
で
鉄
砲
の
音
す
る
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東
栄
町
内

◎
刑
法
犯
総
数

・
窃
盗
犯

｟
自
動
車
関
連
窃
盗
｠

・
特
殊
詐
欺

◎
人
身
事
故
件
数

・
死
者
数

・
負
傷
者
数

◎
物
損
事
故
件
数

0
件 

｟
1
｠

0
件 

｟
0
｠

0
件 

｟
0
｠

0
件 

｟
0
｠

1
件 

｟
2
｠

1
人 

｟
1
｠

0
人 

｟
1
｠

6
件 

｟
21
｠

1
件 

｟
5
｠

1
件 

｟
3
｠

3
件 

｟
8
｠

3
人 

｟
8
｠

19
件 

｟
105
｠

郡 

内

Å

｟　

｠
内
は
1
月
か
ら
の
累
積

犯
罪
事
故
発
生
件
数

令
和
４
年
4
月

弓
友
会 

月
例
会
成
績
表

5
月
9
日 

東
栄
町
弓
道
場

Å

総
合
優
勝
は
、
全
員
参
加
で
最
後
ま
で

　

的
中
し
つ
づ
け
た
人
が
優
勝
で
す
。

運転免許更新のご案内
●
設
楽
警
察
署　

６
２
・
０
１
１
０

●
問
合
せ 

総
務
省
東
海
総
合
通
信
局

　

不
法
無
線
局
の
相
談

　
　

  

☎
０
５
２
・
９
７
１
・
９
１
０
７

　

テ
レ
ビ
等
の
受
信
障
害
の
相
談

　
　

  

☎
０
５
２
・
９
７
１
・
９
６
４
８

を
起
こ
す
な
ど
の
被
害
も
出
て
お
り
、
最
悪
の

場
合
は
死
に
至
る
大
変
危
険
な
薬
物
で
す
。

　

覚
醒
剤
等
の
薬
物
を
社
会
か
ら
追
放
す
る
た

め
に
は
、
あ
な
た
自
身
が
甘
い
誘
い
に
の
ら
な

い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
あ
な
た
の
周
り
で
覚
醒

剤
等
の
薬
物
を
扱
っ
て
い
る
人
を
見
た
り
聞
い

た
り
し
た
と
き
は
、
警
察
本
部
か
最
寄
り
の
警

察
署
、
交
番
、
駐
在
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・・・

　

電
波
の
利
用
に
は
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。

無
線
機
器
を
使
用
す
る
と
き
は
、
必
ず

「
技
適
マ
ー
ク
」
が
付
い
て
い
る
か
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。
「
技
適
マ
ー
ク
」
が
つ
い

て
い
な
い
外
国
規
格
の
無
線
機
器
は
、

W
i

-

F
i
や
、
重
要
無
線
で
あ
る
携
帯

電
話
等
に
障
害
を
与
え
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。
不
明
な
点
は
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

電波のルールは必ず守りましょう



iPhoneの方

androidの方

　6月から各機関が発表している

防災情報をリンク集として集約し

たページを、新たに追加しました。

防災対策にご活用ください。アプリ

のアップデートを行うことでご利

用できます。

アップデートは
こちらから⬆

施
設
利
用
（
4
月
）

戸
籍
の
窓
口

※住民基本台帳　※単位：人

令和4年4月の利用者数施　　設　　名 4月までの累積利用者数

人
口
と
世
帯

人 口

男

女

世帯数

2,892

1,394

1,498

1,372

 −11）

−5）

−6）

−2）

転 入

転 出

出 生

死 亡

9

9

1

12

4月末日現在 前月比

交流促進センター 「 千 代 姫 荘 」

と う え い 温 泉

と う え い 健 康 の 館

グ リ ー ン ハ ウ ス （宿泊者）

体 育 施 設

121

117

9,901

220

71

852

（

（

（

（

（

（

118）

0）

8,125）

238）

27）

707）

121

117

9,901

220

71

852

（

（

（

（

（

（

118）

0）

8,125）

 238）

27）

707）

営業当初からの累計利用者数　3,819,193

4月16日～5月15日受付

※（　）内は前年度同月による　　※単位 ：人

14

納
税
等

納期限： ６月３０日

●個人住民税　

●国民健康保険料　　

●保育料　　　　

●水道使用料（下水・農集排使用料含む）

●住宅使用料

●放課後児童クラブ利用料

森林体験交流センター

「スターフォーレスト御園」

（

（

（

（

●
お
悔
や
み

氏　名　　　　 年 齢　  　住 所

高橋○邦幸 ７６ 本郷

伊藤○知佳 ２７ 本郷

岡田○○忍 ９１ 下川

冨川○一郎 ９２ 本郷

山本○ユキ ９１ 御殿

柳澤○静枝 ９５ 下川

※東栄町に住所を有し、町外で

出生・死亡の届出をされた方

も掲載対象となりますので

掲載を希望される場合は、

お早めに住民課へ申し出く

ださい。

子育て支援センター（にこにこ広場）

はんだ浩恵　フレーベル館

大八木京子　ベースボールマガジン社

玉置永吉　ＫＡＤＯＫＡＷＡ

しおたにまみこ　ブロンズ新社

●ソラモリさんとわたし

●駅伝ごはん 駒澤大学陸上競技部のスポーツ応援レシピ

●あなたの すてきな ところはね

●たまごのはなし

柴田ケイコ　角川書店

tupera tupera 学研プラス

なかやみわ　白泉社

●パンどろぼう

●やさいさん

●やさいのがっこうとまとちゃんのたびだち

新
着
図
書

東栄町図書室 （のき山学校）

Ｓアラートアプリの
アップデートについて



6 June. 2022

町議会総務経済委員
会・文教福祉委員会
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表紙について

　丁寧な手作業による田植えの様子。

　（川角地区）

　秋の収穫がたのしみですね。※カレンダーのイベント等は、新型コロナウイルス感染症の予防等により、中

止・変更になる場合があります。中止・変更の際は対象者への個別連絡と

とうえいチャンネルへの掲載で対応しますので、ご了承ください。

ペットボトル・白トレイ
乾電池回収日

イベント・事業など

保健事業

たんぽぽの会

学校行事

ドレミの会

ゆめ工房

Tue Wed Thu Fri SatMonSun

ドレミの会
（全域）

予防接種
住民健診

行政相談

人権相談

町議会本会議

町議会本会議

町議会一般質問

ドレミの会
（中設楽・柿野・
布川）

住民健診結果
説明会

予防接種

ノーメディアデー

さわやかクラブ

巡回職業相談

たんぽぽの会

たんぽぽの会

たんぽぽの会

たんぽぽの会

ペットボトル等
回収日

ゆめ工房

ゆめ工房

ゆめ工房

集団がん検診

ゆめ工房

体力テスト
(小学校)

歯科検診
(小学校）

全校親子奉仕
作業(中学校）

漢字検定
(小学校）

内科総合判定
検診(中学校）

運動器検診
(中学校)

住民健診結果
説明会

プール前検診①
(小学校)

学校公開週間
6/27～7/1
(小学校)

プール前検診②
(小学校)

3 4

5 6

1 2

10 11

12 13

7 8 9

17

24

18

2519

26

20

27

14

21
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22

29

16

23

30

313029
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総務課　　☎７６ ・ 0501

とうえいチャンネル

東栄町公式 SNS

LINE

Facebook

Twitter

　12チャンネルで、様々なまちの情

報を配信しております。とうえいチャ

ンネルについて、お困りの方は役場

総務課までお問い合わせください。 

　町では、SNSにより、まちの身近

な話題やできごとなど、魅力的な情

報をタイムリーに発信しています。

※通信料は利用者負担です。

令和4年6月1日発行   No.750

発行 ： 東栄町役場　〒449-0292  愛知県北設楽郡東栄町大字本郷字上前畑 25

ホームページ  http://www.town.toei.aichi.jp　メールアドレス  soumu@town.toei.lg.jp　

編集 ： 東栄町役場総務課

広報とうえい

このコーナーでは東栄町に住む人を紹介していきます。来月は、今月登場した人に紹介していただきます。

その 159

東栄町在住歴  5年

片桐百華さん（東薗目）
ももか

オニスターのおでかけ日記オニスターのおでかけ日記
今月は蔦の渕を紹介するよ。

町を流れる大千瀬川にかかる、幅約７0ｍ、

落差約１0ｍの大きな滝で、その雄大さから

「奥三河のナイアガラ」って呼ばれとるだに。

この蔦の渕には竜神伝説があり、滝壺は竜宮

城へ繋がっているとの言い伝えもあるんだ！

「とうえい温泉」に展望台への遊歩道があり、

間近でみることができるよ。 対岸には渕の

近くまでおりられる歩道もあるに。

水の事故には注意して、楽しく観光してね！今月の動画

（YouTube）

オニスターの

おでかけ日記

(インスタグラム)

町からの
情報をチェック！


